





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































:'-< ~ ~ ~同
r・3
吋 の 吋吋 g
zgz z旨
出~. ~ ~ [，1-
g 0'" 包
哲 8 ~ ~ 
門戸泊。
f.ir， a司 a
w 
包
ロ
ロ
出
O
O
W
H
H
H・
日
V
H
o
g
-
Pロ
門
同
町
O
Z円
{2一
司
げ
口
。
出
O℃
rv-
〕
[
〈
・
叶
r
o
の
円
一
己
日
J
1
・
出
Z
m
H
5
1】可
同
ロ
白
A
U
M内
第
一
篇
の
初
の
部
の
進
み
方
は
著
者
が
母
色
g
g
し
て
や
-
ら
れ
る
ポ
ナ
1
に
採
っ
て
ゐ
る
事
は
察
せ
ら
れ
る
。
更
に
同
第
の
第
六
章
よ
り
第
十
章
に
説
〈
所
は
マ
Y
ナ
ス
原
本
の
第
三
篇
に
該
蛍
す
る
も
の
に
し
て
、
原
本
か
ら
摘
録
す
る
に
第
一
章
よ
り
第
三
宰
は
卒
等
主
義
論
、
第
四
宰
は
移
民
論
。
第
五
宰
よ
り
第
七
章
は
救
貧
決
。
第
入
章
農
業
主
義
。
第
九
章
商
業
主
義
。
第
十
宰
農
商
並
行
主
義
。
第
十
一
章
ご
第
十
二
章
穀
物
法
。
第
十
三
宰
富
の
分
配
が
貧
民
の
境
遇
に
及
ぼ
す
影
響
に
就
て
。
さ
あ
る
。
ポ
ナ
I
に
在
つ
て
は
第
二
篇
h
経
済
率
の
四
章
の
問
に
散
在
す
る
も
の
。
而
し
て
著
者
が
第
一
篇
ゆ
第
十
一
宰
に
要
約
せ
ら
れ
し
も
の
は
、
マ
Y
サ
ス
原
本
第
四
篇
の
十
四
章
に
互
る
庚
汎
な
る
思
想
で
あ
る
。
次
に
第
二
篇
第
一
章
は
マ
Y
サ
ス
和
国
時
彼
の
設
に
賛
成
す
る
人
々
の
思
想
。
第
二
章
は
三
分
せ
ら
れ
て
第
一
章
よ
り
は
詳
細
に
、
マ
Y
ナ
ス
反
射
到
者
の
撃
が
潟
3
れ
て
ゐ
る
o
何
故
第
一
点
目
?
を
も
第
二
章
の
如
〈
そ
の
賛
成
者
を
多
少
科
向
学
的
な
立
場
か
ら
分
類
を
加
へ
な
か
っ
た
か
に
就
い
て
は
別
段
著
者
の
言
葉
が
な
い
ゃ
う
で
あ
る
が
、
既
に
第
一
篇
に
マ
Y
サ
ス
の
思
想
が
逃
ぺ
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
に
同
歩
る
思
想
に
多
〈
の
頁
含
割
〈
こ
ぎ
は
同
一
の
事
柄
を
反
復
す
る
の
弊
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
ら
う
が
著
者
の
E
O
B
g
o
の
置
き
所
の
問
題
で
も
あ
ら
う
。
第
一
篇
ご
第
二
篇
を
比
較
す
る
に
前
篇
に
於
て
は
形
式
的
に
ポ
ナ
1
に
率
ぷ
所
多
〈
後
第
に
於
て
甚
だ
砂
い
。
寧
ろ
無
い
さ
一
一
一
一
回
刊
紹
ふ
ぺ
き
で
あ
る
。
結
誌
に
到
っ
て
再
び
ポ
ナ
I
に
接
近
す
る
如
く
な
る
も
そ
う
で
は
な
い
。
附
篇
の
各
章
は
睦
彩
の
事
情
か
ら
附
篇
ざ
な
っ
て
ゐ
る
が
、
マ
Y
サ
ス
営
理
解
す
る
結
局
め
に
は
重
要
な
る
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
b
又
手
ぎ
は
よ
く
書
か
れ
て
ゐ
る
。
碑
銘
の
訂
正
は
周
到
な
る
用
意
に
基
づ
く
も
の
で
著
者
の
持
を
多
ご
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(
三
)
私
は
想
像
す
る
。
恐
ら
く
伊
藤
殺
授
は
此
の
研
究
に
あ
た
り
先
づ
ポ
ナ
ー
を
霞
ん
で
其
詳
細
を
自
己
の
も
の
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
マ
Y
ず
只
に
謝
す
る
興
味
も
ポ
ナ
ー
か
ら
得
ら
れ
た
の
で
無
ら
う
か
。
こ
れ
著
者
ざ
し
て
甚
だ
賢
明
な
道
伝
活
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
凡
て
古
典
ε仰
が
れ
る
程
の
大
著
営
研
究
す
る
に
、
卒
然
さ
そ
れ
に
突
進
す
る
は
、
多
く
大
騰
な
る
に
似
て
其
貫
盆
は
乏
し
。
事
貫
古
典
に
は
種
々
の
解
説
又
は
、
批
評
ざ
い
っ
た
も
の
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
後
間
学
の
士
は
そ
の
中
に
相
官
信
頼
、
す
ぺ
き
を
選
ん
で
、
一
つ
の
。
片
山
g民
2
5問
診
得
る
の
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
土
蚤
ご
し
て
更
に
進
展
を
は
か
る
こ
ご
も
出
来
ゃ
う
。
か
k
h
る
土
蚤
を
得
て
を
新
介
一
九
九
商
業
主
経
済
く
こ
さ
は
或
種
研
究
に
さ
つ
て
は
絡
調
的
に
必
要
で
あ
る
。
唯
難
解
な
ら
ば
考
を
深
く
す
る
事
に
よ
っ
て
克
服
の
念
が
あ
る
が
、
マ
Y
+
ノ
ス
の
如
く
ぐ
広
含
邑
向
。
な
も
の
は
深
く
考
へ
る
の
み
に
て
は
方
向
の
正
設
は
保
詮
き
れ
な
い
。
多
く
の
賂
に
於
て
ポ
ナ
ー
は
著
者
じ
研
究
後
端
の
立
場
守
授
け
た
の
で
あ
ら
う
。
殊
に
本
書
は
記
念
す
ぺ
き
彪
女
作
で
あ
る
限
り
徐
程
慎
重
な
態
度
を
さ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
「
有
盆
な
る
助
一
一
一
回
を
奥
へ
ら
れ
た
る
ぜ
1
ム
λ
ポ
ナ
ー
博
士
に
讃
し
常
時
の
約
束
に
従
っ
て
、
本
書
の
査
部
を
贈
呈
し
得
る
機
舎
に
接
し
た
る
を
喜
」
ば
れ
る
著
者
の
心
中
察
す
る
に
難
く
な
い
。
然
し
本
書
に
泌
氏
表
す
る
思
想
は
単
な
る
ポ
ナ
ー
の
反
復
で
な
く
て
多
く
の
場
所
に
が
、
て
彼
の
失
慮
、
短
見
を
補
正
す
る
。
そ
の
時
も
直
線
的
に
ア
グ
足
取
り
に
出
で
や
し
て
、
一
途
に
ヲ
η
ノ
高
き
完
成
を
目
e
さ
し
て
、
お
だ
や
か
に
論
歩
ケ
進
め
る
如
き
は
著
者
の
人
格
の
然
ら
し
め
る
所
で
あ
り
、
向
子
究
の
態
度
さ
し
て
誠
に
嬉
し
い
3
引
照
の
該
博
な
る
は
一
一
一
一
口
ふ
ま
で
も
な
く
ポ
ナ
1
の
及
ば
ぎ
り
し
濁
逸
文
献
、
彼
に
洩
れ
た
英
仰
の
研
究
も
勢
力
ケ
惜
ま
宇
吟
味
せ
ら
れ
二
O
O
て
ゐ
る
。
し
か
も
之
等
各
闘
の
引
用
が
甚
だ
整
然
均
勢
で
あ
る
上
に
、
著
者
一
流
の
歯
切
よ
い
文
躍
は
読
過
の
際
唯
爽
快
を
見
え
し
め
る
の
み
で
あ
る
。
い
か
に
も
率
問
的
な
勢
作
さ
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
第
二
篇
は
著
者
の
最
大
の
苦
心
の
宿
る
所
で
あ
ら
う
が
其
苦
心
は
十
分
に
報
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
準
設
史
研
究
ざ
し
て
最
も
管
室
す
べ
き
も
の
た
る
を
失
は
ぬ
c
官
て
世
に
販
は
れ
ゴ
hJ
し
多
数
の
批
評
家
が
紹
介
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
も
本
第
で
あ
る
。
尤
も
マ
Y
サ
ス
研
究
で
は
引
詮
の
過
多
は
却
っ
て
踊
を
な
す
事
も
あ
ら
う
が
債
値
あ
る
も
の
〉
股
漏
は
防
が
ね
ば
な
る
ま
レ
、
唯
私
は
雨
篇
の
内
容
を
十
分
正
蛍
に
当
位
三
一
m
gす
る
だ
け
の
カ
を
快
く
の
で
著
者
は
元
よ
り
私
も
不
本
意
ざ
す
る
所
で
あ
る
が
詳
し
て
貰
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(
四
)
会
百
七
十
頁
の
雨
篇
を
絡
へ
て
「
結
語
」
が
奥
へ
ら
る
、
結
論
は
必
十
し
も
目
下
の
著
者
の
主
目
的
で
は
な
い
、
僅
か
四
頁
ぞ
出
で
ぬ
。
少
し
此
駄
に
考
へ
て
み
た
い
。
私
の
便
宜
の
忽
め
三
分
す
る
。
(
イ
)
マ
Y
ナ
ス
は
英
図
特
有
の
功
利
主
義
さ
ピ
ユ
l
y
タ
ニ
ズ
ム
の
宗
教
的
目
的
視
の
生
児
で
あ
る
ご
み
る
事
。
ポ
ナ
ー
に
も
此
の
考
方
が
あ
る
o
次
に
(
廿
)
「
自
然
的
治
則
に
よ
・
っ
て
赴
曾
に
幾
多
の
害
惑
が
後
生
す
る
l
l然
ば
此
治
則
に
濁
し
て
人
は
全
然
手
を
挟
い
て
無
策
な
る
ぺ
き
か
。
否
、
ヘ
人
は
先
づ
此
治
則
の
理
解
に
よ
り
て
害
惑
の
幾
分
ぞ
除
き
去
る
こ
之
が
出
来
る
」
「
人
口
法
則
に
基
く
害
悪
の
回
避
軽
減
は
如
何
。
ー
!
?
Yサ
ス
は
佃
人
に
向
っ
て
道
徳
的
抑
制
の
義
務
ぜ
必
要
さ
ケ
唱
道
せ
ん
ざ
す
る
o
さ
れ
J
E
l
l
-性
慾
の
不
援
に
依
然
た
り
た
い
調
節
じ
得
る
の
み
に
し
て
ー
ー
な
ほ
蔽
ひ
能
ゴ
る
矛
盾
の
存
在
訟
否
定
し
去
る
事
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
道
徳
的
抑
制
を
す
、
む
る
に
蛍
っ
て
|
|
狐
疑
透
巡
絡
に
懐
疑
的
態
度
含
股
し
得
や
l
l産
児
制
限
に
濁
し
て
は
彼
の
宗
致
的
道
徳
視
が
何
等
の
考
慮
を
沸
ふ
債
値
を
も
奥
へ
な
か
っ
た
」
。
前
段
は
そ
の
ま
、
に
し
て
後
段
に
就
い
て
一
一
員
へ
ば
ポ
ナ
ー
が
彼
の
第
四
篇
の
末
尾
に
掲
ぐ
る
も
の
ご
其
の
議
了
後
の
印
象
が
大
に
相
遣
す
る
は
注
目
に
値
す
る
。
ロ
己
主
g
D
ο
z
o
ニ
ロ
ぢ
門
Z
E
E
O
同
居
-
P
ロ己ロロ品。円印門戸ロ
L
F
一ω4510H
日
♂
戸
山
戸
。
戸
内
口
。
J
F
ぐ昨日
H
O
F
P
-
1・・
ω
門戸
H
m
m
-
o
t
o
門君。。ロ昨日
H
O
-
h
円。
ω
H
H
P
ロ品
己ロ
O
M
5
0
-一
己
HO
新
時
H
H
ez' 
介
紹
任
。
名
目
立
p
g
a
可
2
r
o目。〈
O
円
p
p
o
H
)
(
)君。円。向日仏
g
ω
一己の
F
P
D
m
o
己
H
O
E
J
N
O
切
。
市
同
出
。
ロ
ゆ
。
ロ
(]FPJNO
同mw
昨日
H
D
O円
。
ロ
守
山
口
P
O
E
m
-
O
Z
円
。
同
ロ
ω
-
H
C
E
-
-
P当
F
ヴ
ロ
円
山
口
百
戸
口
〆
切
0
4
2
s
g
D心
己
2
5
E
B
ゲ
可
。
t
o
-
-
ロ
m
F
2
・
此
の
中
に
は
明
に
謝
立
す
る
二
元
が
あ
る
。
念
じ
は
調
和
す
べ
き
二
元
で
あ
る
の
か
、
調
和
せ
5
る
二
一
克
で
あ
る
の
か
。
本
書
に
還
っ
て
(
川
)
「
|
|
功
利
主
義
に
打
も
遮
す
べ
き
ぺ
ン
タ
ム
の
徹
底
さ
も
、
一
つ
の
原
理
を
追
求
す
る
y
カ
Y
ド
の
明
快
さ
も
之
な
?
y
+ノ
ス
人
口
論
に
求
な
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
|
|
多
面
な
る
ぺ
き
マ
Y
ナ
ス
が
単
純
一
面
的
に
解
さ
れ
ん
ご
し
た
。
注
々
百
年
を
経
過
し
て
未
だ
遜
き
ざ
る
『
マ
Y
ナ
久
論
争
』
は
少
か
ら
子
此
マ
Y
ず
只
解
蒋
の
責
任
で
あ
る
。
私
は
立
ち
蹄
っ
て
マ
Y
サ
λ
の
全
面
合
み
つ
め
ん
さ
し
た
。
1
1
そ
こ
に
「
最
も
濫
用
さ
れ
た
る
人
』
マ
Y
ナ
ス
左
足
出
し
た
」
。
ポ
ナ
!
の
叙
述
、
は
右
で
終
る
け
れ
共
本
書
の
著
者
に
あ
っ
て
は
、
(
官
)
は
(
ρ
)
へ
連
続
す
る
。
「
解
蒋
は
既
に
或
程
度
に
於
て
問
題
の
批
評
で
あ
る
」
限
り
第
二
篇
は
弓
一
一
口
は
十
も
が
な
第
一
篇
に
於
て
き
ヘ
、
銃
き
著
者
の
批
剣
ニ
O
商
業
主
経
済
が
解
粋
や
説
明
の
到
る
所
に
閃
く
。
そ
し
て
此
の
批
剣
の
色
彩
の
裡
に
著
者
の
内
部
に
宿
る
燐
烈
な
意
欲
を
看
取
し
得
る
の
で
あ
る
。
か
、
A
る
意
欲
は
結
語
の
(
ハ
)
に
凝
縮
す
。
著
者
の
意
欲
さ
は
先
づ
?
y
?
ス
を
出
版
格
に
解
す
る
に
あ
る
。
段
格
に
解
す
る
さ
は
狭
く
解
す
る
こ
さ
に
非
十
し
て
凡
ゆ
る
奥
件
を
配
し
て
‘
其
の
相
互
関
係
に
於
て
把
握
せ
ん
ご
す
る
に
外
な
ら
ぬ
。
久
ア
l
y
夫
人
の
「
濁
逸
」
の
中
に
叶
g件
。
。
ョ
胃
g
母
少
の
え
め
同
窓
口
仲
間
出
丘
。
ロ
ロ
2
ご
い
ふ
句
が
あ
っ
た
。
著
者
の
解
せ
ん
ご
の
努
力
は
蛍
然
に
容
す
の
立
場
に
移
ら
ん
ご
の
努
力
で
あ
る
。
nkzo昨日向付与
に
於
て
マ
Y
サ
ス
を
捕
ふ
る
ご
共
に
同
r
o
t
g
T
P
σ
5
0仏
s
g
。
ご
宮
ω
向
。
の
ね
れ
衣
を
乾
さ
ん
ざ
す
る
に
あ
る
E-l戸
、
己
ロ
え
の
巳
ロ
ゾ
」
し
て
眺
め
ん
ご
す
る
に
在
る
。
否
、
著
者
の
意
欲
は
あ
ま
り
に
奔
流
す
る
。
「
現
下
本
邦
の
戒
態
は
十
入
世
話
末
葉
の
英
国
で
あ
る
o
人
口
論
史
上
最
大
の
豆
人
ト
マ
λ
・
ロ
バ
1
ト
・
マ
Y
ナ
ス
が
最
も
注
目
を
要
求
す
る
時
さ
所
が
あ
る
な
ら
ば
泊
先
下
の
日
本
は
全
く
夫
で
あ
る
」
先
き
に
ポ
ナ
ー
の
二
聞
を
克
服
せ
ら
れ
て
、
よ
り
正
確
な
る
マ
Y
ゆノ
ニ
O
ニ
ス
を
眺
め
得
た
る
著
者
は
、
一
見
に
原
形
マ
Y
ナ
ス
を
何
等
か
の
黙
、
何
等
か
の
形
式
に
於
て
克
服
す
る
の
必
要
伝
戚
・
号
、
ざ
る
や
如
何
。
之
れ
著
者
の
今
後
の
業
作
に
待
っ
て
知
る
外
は
な
い
1
1
2
カ
ク
ッ
キ
ー
の
楽
天
的
な
る
倫
理
一
一
万
視
は
思
ふ
に
本
著
者
の
意
思
で
な
か
ら
う
。
さ
も
あ
れ
今
回
の
円
。
一
mgDm
の
う
ち
に
は
ラ
イ
ト
の
引
用
し
た
7
y
ク
ス
レ
!
の
言
葉
に
相
通
づ
る
志
向
が
ふ
く
ま
れ
る
。
日
く
叶
日
5
3
2
5
色
目
。
誌
注
目
。
ロ
円
。
円
r
o
ω
口問。江口問
ω
。時
E
P
2
r
E
L
。リ向。
日)門
ぐ
οH1nH
の円
3
1
。内同日
HocmHHAVPD(
目
。
同
戸
の
氏
。
ロ
w
m
H
ロ(凶
4vr
。
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顧
る
に
著
者
の
マ
Y
サ
ス
研
究
は
決
し
て
短
き
過
去
.
よ
り
の
思
付
き
で
は
な
い
。
或
は
十
年
以
前
に
根
ぎ
す
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
洋
行
に
際
し
先
づ
英
図
に
遊
ば
れ
た
。
ぞ
れ
か
ら
濁
逸
偽
蘭
西
に
も
渡
っ
た
が
草
に
息
ヌ
キ
に
止
ま
る
。
沼
町
山
子
前
か
ら
の
心
願
で
あ
っ
た
さ
思
へ
る
二
つ
の
研
究
が
常
に
、
主
〈
の
匁
め
に
都
合
よ
き
英
京
の
地
に
此
人
骨
吸
引
す
る
の
で
ゐ
っ
た
。
著
者
は
研
究
項
目
を
一
度
、
確
定
す
れ
ば
徹
底
目
的
ま
で
や
り
さ
げ
ね
ば
承
知
出
来
ぬ
強
き
信
念
の
士
で
ゐ
る
ら
し
い
。
唯
一
貼
こ
の
強
き
信
念
ケ
裏
切
っ
た
事
震
が
あ
る
け
れ
ざ
も
天
機
洩
す
可
ら
歩
。
か
〈
て
在
欧
三
年
に
互
り
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勢
力
さ
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百
件
巳
を
傾
け
て
蒐
集
せ
ら
れ
た
多
く
の
資
料
を
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て
こ
〉
ま
で
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成
せ
ら
れ
た
跡
を
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て
痛
〈
私
は
喜
ぶ
。
ぞ
れ
さ
同
時
に
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理
論
を
や
る
の
明
快
芝
、
準
設
資
料
取
扱
上
の
落
ち
つ
い
た
手
ぎ
わ
が
、
な
ほ
春
秋
じ
富
む
本
書
の
著
者
伊
藤
敬
授
に
さ
つ
で
等
霊
す
ぺ
き
も
の
た
る
を
指
摘
し
て
拙
き
紹
介
の
筆
を
捌
か
う
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